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享・ 離 継 ケ 舛 祥 科の稗 鑼

　　　　　 Q11・もhe　unrecorded ・Genera　of 　tbe　Nitidulidae　frol耳 、，

　　　　　　　　　　　　　South・Saghalien　Island・　　　　　　　 一，

　　　從來樺太 か ら記録 せ られた 該科の 甲蟲は甚％ 少 く、 松村博士 （註 1 ）が 擘
’
　 表せ られた イ ラ ク サ ケ シ キ ス ヒ BrachypteenSS　urtiCCve　FABRICIUs・ヲ グ マ ヶ シ キ

・ ス r 漁 9・踊 ・9・ m ・e・M ・・su … の 嘱 堪 耡 報 告 哮 （註 2）カ ク ム

　　ネ ケ シ キ ス ヒ Gli’，，hroehiltss　quadf−ipur｝cttatus　erzseiatus 　Mo’
rsCHULsKy の 3 屬 3

　　種 に す ぎな い 。 私 は 既往數年來興味 を持 つ て 本科昆蟲の棲息所た る花上 や 樹

　　液等 を注意 した結果 、 本 島未記 録の 多數種類 を發見 し得た の で 衣 に共の 一端

　　 を紹．介 しや うと思 ふ o

　　　本邦産の ケ シ キ x ヒ 科 は 古 く ED ・VZ ／rNP ・REpmR 氏 に よつ て J・RGE 　1・EW ・s

　　氏 採集標本の 前後數囘 に宣る研究が あるの で 、 そ の整理 は左程 至難で ない 様

　　に思 は れ る が 、何 しろ tlfeiegethes や Epvraea 厨等の 種類は何れ を見 て も同

　　じ樣で 却 k 手 を着 け難 v ・

レ、
叉 Bi’achypterus や Cαrpophit

・
us 屬等 の 微小種は

　　顯徴鏡を使用 しなければ 充分な分類を な し得 ない 等 、 完全 な記録をなすに容

　　易 で なV ・事情の もの が 多 k ある。 從 つ て 衣 に 記 録する種類は樺太 の ケ シ キ ス

　儖 1冫 E ・・t・・ B ・it・dge・u ・・lu・ekt ・n−Fauna　 v ・ n 　Sach・ lien （mahW 國大學農科

大學 紀要 Vo1 ．　IV
，
　No ∫1

， p．116），
1911．

　（註 2） 南樺太産 6 種の 未記 鍛種竝 に 2 新異常形 の 甲蟲（動物學雜誌第 39卷 、 第 460

號 ▼P．77、fig・1｝， 192了・

　 〔昆蟲　第 6卷第 3 號 　昭和 7 年 （1932）〕
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ヒ 科 甲蟲り：素記録屬i全般に．亘 るもの で な く
’

、
比 較的分類に樂な もの の み で

、

微小な もの や未だ 同定咋自僑ρ准や もQ等 峠家の 研究 に譯つ 寒。
』「

：
一

　種 の 記載は日本文で諱録せ ．られた 事の な粋と思 咳れ る．もの の 夢｝『止 あ、 普

邁種 で 有名な囲譜等 に 記載せ られ て あ る もの は 可及 的 之 を明記 しfe／e

・本研 突な北大昆蟲學教室の 内田
・河野兩博±竝 に云ナ嵐勝 己氏等 の 御辱意

・
に預 る と こ ろが頗る多 い

、 紀 し以 て謝意 を表す るもの で尠る 。 、
’
　　

・・
．　，

　　　　　　　　　　　SgbC・niilyl　Nitidulinae

，　 　 ケ シ

．
・
、
ス 唖

．
科

．（騨 ）

　觸角は 11節、球捍部 は 2 乃至 3 節 よ り成 り、體 は 大部分輻廣 ぐ卵形を皐

し 、 胸背板 と翅鞘 とは 密着す る もの 多 し。

　　　　　　　　　　屬 竝 、に 種 ．の
’
記 載 、

’．．　 　 　 　 、

　　　　　　　　　　　dehus　Onzosita　ERISCIION

　　　　
‘

『
　 ヨ バ ン ケ シ キ

』
ス 匕 屬 く新稱 ）

』

　 　 EmscHoN ，
　in　Germ ．　Zeitschr．　IV

，
　p．298 （18i3）．

　」　crronia 竝 に Epuraeα 兩驕 の 中間 に 位する もめ に して
、 胸背板 の 基部 中央

に は 1對の 窩を有 し 、 翅鞘に は不規則 なる點刻 を有す 。 ．接合部の 外縁線は完

備 し （lt・Pttrαea 屬 は外縁線 を缺 く）、翅鞘末端 は圓形 に して
、 尾節板 の 大部 分

は翅鞘に覆は る Q

　本驍は 更 に 下 記 2 亞屬 に分た れ、本島に産 する もの は Saprebiα 亜 屬 に 入

る
・ 　 　 　

’

．．． ．． ， ．　 ． ．

　 1．胸背板上 に は縱溝 を有 し、．翅鞘は幅廣 く、共の 側縁 は 末 端近 く迄 同幅

　　 准り
．．
・．・・・・・…　 ．

・・宀 ・・…　 呻 geh・伽 勲 ERISC
翠

゜N

　2，胸背板上 に に縦溝韋昧き 、 翅鞘側縁は 末端 に 至 るに從 ぴ て 狹 ま．る ∵ 　　．

　　　．．
り

．，．．．
’
．．．．＿ ．。 subgen ．−Yxprobia　GANGRB4 ．UE4

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



The Entomological Society of Japan

NII-Electronic Library Service

The 　Entomologloal 　Soolety 　of 　Japan

『胃「
F

102

戸
5

．
”

Om
’
osita 〔Saprobia）oozb π L   E　　コ 」 ssンケシ キス 匕　（新稱 ）　 L

　　 S泥pha 　ealon 　Lnag色，　
’SyBt．　Nat．　ed ・X ，　P・　362 （1758）・

　　　Omδ覦 α c伽 π L エNN 丘，
　RErmE ，

　Fauna 　Germanica（K 菖fer）III，　p，　29，
　pl．84，

　f，

　 　 　 4 （19工1）．

．黒色に 燻 り 、 稍 々 扁梺なる 甲蟲な．b 。
・頭部黒色 、 粗 些點刻 を密布 し 、 觸角

は明 る き褐色 、 球 桿部は曙色 、 大腮 は暗褐 を呈す。

　胸背板は黒褐 、 前孚は淡色 、 不規則なる 點刻 と荻色の 微短毛 とを密生 し》

側縁は前方 に狹 ま b、弓雌に 彎曲し 、 其の 基部 は翅鞘 の 基部 よ り僅か に 狭 く、

稍 々 鋭 き後角を形成し 、 最 も幅廣 き部分は基部 よ り少 し く上 方 に在 b。 側縁

竝 に前緯は甚だ薄 く、上 方に 少し く捲昇 し、 後縁 に近 き略 々 中央 に は 1 封の

窩 を有 す 。 、

　稜歌部褐色 、 點刻を密布す 。

　翅鞘 は黒 色 、 胸背板 と同様 に不規則 なる凹刻 と茨色微短毛を有 し、多數  

黄褐色 の 斑紋 を有す ，此 の 斑 紋は前孚に 存 す る もの は小 に して 多數散布し、

肩部 va　1 箇 、 稜歉部附近 に 3 箇 、 中央側縁近 くに 1 箇あ りて
、 稜状部 の 側縁

の もの は最 も大 ぎく楔状 を呈 す 。 後孕に有 する もの は大 きく然 も只 1紋 に し

て 、後縁の 全部 に 亘 り 、 略 々 工 字形を呈す 。

　腹面 は黒色 、 脚は黄褐な り。

　　體長一一 3 粍 、　 體幅一 1．5粍 。

　　産地
一 大泊 s10 ／VII ，

1928 、 雄 1 頭
。

小 沼 、 22／V ， 1932 、 雄 1 頭 。

’

　　分布一 北海道 ・本州 ？・歐洲 ・西比利 亞 。

　　　　　　　　　　 Genus 　qソc脚 硼 s　KUGELA ）ng 　 　
’

　　　　　　　　　 マ ル ケ シ キ ス ヒ 屬 （新稱）

　 　 KUGEL ムA
・N ，　in　Schneid ．　Mag ．1，　V ｝　p．　543 （1794）．

　孚球 形 に して 全面 に 厚 き點刻 と黄色軟毛 を密生 す 。 觸角の 球桿部は長 く、

且 幅廣 くし て その 接合は L 方 に扁す 。 胸 背板は前方 に 弓形 に 強 く狹 ま り、後

角 は翅鞘の 肩部 を覆ひ 、
HumeralsVinkel は幅廣 く、圓形 を呈す 。

：

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　



The Entomological Society of Japan

NII-Electronic Library Service

The 　Entomologioal 　Sooiety 　of 　Japan

’
乱

103

　本屬は此 の 次にせする Pooridivs屬 と踴節¢｝幅廣 をζ と 、 竝 に 前胸腹板の

骨状突起 くP ・・St・tp・lf・rt ・at・） の 先端の 角張 らざ る こ と等 に よ・b・て識冠些得

らる 。 　・
  ．　一　 ．tt ．

Lq ，伽 加 癖 ・珈 1・ R 皿 ・R ヒメ マ ル ケシ キ ス 匕 蜥稱）

　　 CZtchra．mus ．tlσt’ic
’
ala　RE皿 TER

，
　W ｛ener 　Ent．　Zeit．p．

』
4B （18S5）．・

　頭 部 竝 に 胸背部 は下向せ る た め球形 を呈 し、體 色黄褐 、同色の軟毛 を以 て
’

被覆せ らる。　　 　　 　　 　　 　 ．　　 　　 　　 　 ．　 　 ．、・

1頭部少・
’
觸魯茸褌・球梓部は鴫豊な 9　Pl、、、　　　　　

”

黼 板 は騒 ぐ、 畢 啝 ・．働 わ・基繦 く嚇 碪 だ しく難 し沖
央部 は穹窿歌に膨起す 。 全面に 微小なる凹刻密布す 。

　稜胱部 は舌朕 にして
、 全面 に 凹刻 と黄友毛 を密生 す・

翅轍 基繊 く働 圃 る蹤 ひ て狹ま b ・ 月鰐即 樣 叫央 は箪 灘

膨起 し 、 淺 き微小なる凹刻と 、 稍 k 長 き黄友色の 轡毛 を以 て 覆は る 。

’

　尾 節板 も亦 翅鞘 ‘胸背板等 と同色 に して微 小なる凹刻 を密布す 。

　腹面黄褐 、 背面 に有 するが如 き黄友毛 を歓 く。

　脚 は黄 褐色 を呈 す 。

　　骨豊：長…
一一一一5 粍 、 　　　體幅 一 3 粍 o

　　産解
一 南樺太全 般 。 ，

　　分布
一 北海道 。

　本種 は α 加 ω 面 RErr ！vER に 酷似する も、 觸角球桿節黒色に して體色 は黄

色 を帶ぴ 居るを以 て 區別 し得 らる 。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ■

2・ cl・hramus 　qtt（｝
dripulctatu・ 恥 呷 ．

ヨ ツボシ マ ル ケ シ キス 匕
．

　 Se・lan，qylus　guaars
’
pwnctntus　HEJi）sT

，　Kh
’
【er，1▽

，　P・・184・
転弔・

f・4 （1792〕・

　 OP・h… matS 　pm ・ipunctattcs　HER …
，
Y ・ K 。 YAMri ；年・ku 　NiPP ・ n 　n ° K6eh ・ P ・

　　t13，　P1・
’

・5，直昏 ．
7 （193・）・ MATstf・ tBA・

NiPP。・ K ・h・bα D 跏 k・・

　　 （IlluStrated　1【rsects 　of 　Japan・Empire）p．143，
　fig．211、｛1931）．

産地一 南樺太発 般 。
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ノ
（

・分 布ピ 7 北海道 亘本蝿 ，欧洲 tt（中部及 び 北部）。　　．．
‘’

．1
・．

∵
t
．・
・
．

．本種 は比 較的 多い もの で夏．日．． パ ラ 共の他 の 灌木 で 探集す る事が出來う6

西比 利亞 からは未だ記録せ られ て 居なV ・樣だが 、 多分分布 して ゐ る もの と思

ふ 。

1

　 　 　 　 　 　 　 −・り ・t：・．一・J・　 ・p：　　　 ・　　 ．・　　
’、…　 t・・．

　　　　　　 Gepus　Glisσhrechilus（MURuAY 　ine4．）R 隅 ER

　　　　、．　 　 ：オ ニ ケ ．シ キ ス ・ヒ 屬 ・（薪稱 冫．
・
、

・
，

　　 R ・跏 ・・ ，て・嘔 恥・）Sy・t．　Einτh・i），　Nitid・P・　162　（1873．｝・

鱧長形 、 大體 paralle1に して 胸背板 は翅鞘 よ 鱒冨廣 く

’
、

・雫行或は前 方 に狹

ま る6
’
本屬は 其の 直前に位置する C吻卿 γc加 屬とほ 背面の 無毛なる こ と に

よ りて
、 叉其の 直後 に位置する

’
」　ll
’
tycrphagms屬 とは體の 圓筒形な らざ る點等

に於 て 區別せ らる 。 本島に産する種類 は卞記 2 亜 屬に含ま る。

　本 島産種亞 鵬竝 に 種の 檢索表

　L 　罷厚 く稍 々 丸味 を帶び、胸背板の 側縁は前方 に狹 まる ．．．・‘ ．．． ’

　　　．　．　．．．　．　．　．　。　．　．　ご
』
．・L　．　．　．　L　　sUbgen ，　Librod仞 ・GAtSTGT：BAUER

　　　1． 胸背板 は橙黄色 に して 5 箇 の 黒紋 を有す　t．・．pantherinus
’
REIT［PER

　　　2． 胸背板 には斑紋 を缺 く。

　　　　 a ，胸背板は前方 に 狹 ま り、體 色は少 しく褐色 を混 じ、翅鞘 の 斑紋

　　　　　　 は黄 色に して 多角 な り　．． ．．．、．．， ‘ ipsaicles　REIT［vER

　　　　 b． 胸背板は略 々 四角形 、 體漆黒 、 翅鞘の 斑紋は橙黄色に して 略 々

　　　　　　 同形な り ∴ ．．．．．．
’
∴ ∴ ．．Sub 〔rvlinds

’det，s　REITTER

II， 體平た く、胸背板の 側縁は前方 に擴が る 一一．．
’
： ．．．・，．。．．

　　　 ．．．．．．．．．．
鹽
．．．．．．． subgen ．σ敏 んγoピん薈幡 皿URRAY

　　　翅鞘 の 前牛 に ¢ 字形 の 黄紋を有す ．　4−Ptsnctatms　erorciatus　MoTscHvisKY

i． Glischr・ chilUS （Libr ・ cl・ r ）　p α nth ・加 ・ kE舳 R 　 ヘ ウモ ンオ ニ ケシ

　　　キス ビ 　（薪稱）．

　 C｝　yptSrcha　p α
一
ntherintes 　REmER

，
　Deutsche 　Ent ．　Zeits．　p・217・（；名79｝・
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．體黄褐 、 胸 背板竝 に翅鞘 礁 色の斑紋多を種類な bla　・，

　頭部 に は稍 タ密なる 點刻 を散布 し 、 後方 に到 る 降從 ひ て粗となる 。 觸角黄

褐 、 球桿部 は 暗褐 を呈 す 。 頭頂 よ 噸 楯に跨 りて 3 對 の 淡黒色め 斑繊 有

　　　　　　　　　　　 し、 中央 に 存ず る もの は 最大 に して 菱歌 を呈 し 、

　　　 　　　その 繭側 の もの は 之 の 後端近 く横置 し、 淡色 な

　　　 　　　 り。

　　　 　　　　 胸背板の 側縁は前方 に 狹 ま b，一、 點刻 を 散布し 、

　　　 　　　 密度は頭部の 夫 と略 麦 同樣な る も、 遙 に淺 し。 板

　　　 　　　 上 には 5箇の 黒紋 あ りて 、 中央外縁 に 近 き心臓形

　　　 　　　 の 大紋 を 中心 と して 其の 爾側 に 同形 の 1對 を存

　　　　　　　　　　　　し 、 更に共の 下方後縁 に接 した る と こ ろに 1 對 の ・

Gl盛sChrecliitt −s （Libr’o 〔lar）
脚 励 usR 暉 R ・x

’7一
楔繖 郁 ． 　 　 、

　稜歌部 は稍 k 大 きく扁準 な る三角形 を呈 し、前縁 に は凹 刻を散布す 。

　翅鞘 は胸背板の 約 2 倍彊 の 長 さに して後方 に輕 く狹 ま 凱 全面 に胸背取と

略 k 同一密度の 點刻 あ り。 翅鞘上の 斑紋 ぼ 3對 に して 、 第 1 紋 は肩部 に あ り

て長形 、 第 2 紋は稜状部 の 兩側 よ り接合部 に 添 tsで翅鞘の 中央部 に 逹 し 、 之

よ り兩翼に擴大せ る最大 の 1 紋 に し て 、 第 3紋は末端 に近 く横 置す6 尾篩楓

は黄褐 に して 弱 き凹刻 を散布す 。

　腹面 は暗色 に し て 黄禍 の 短 微毛 を有 し、 腹部 鐶節 の 末端は暗褐な り。

　 脚部 は一様に 黄褐色 を呈す 。

　　體長一一5 粍 、 　　　體窄冨一 3粍 o

　　 産地
一 小沼 、30／VII，

1930、 1頭 。

　　 分布一 北海道 ・ 本州 ・東 シ ベ リヤ 。

　糎 は甚だ僅 少な種類の 樣 で
、 私は ハ ン ノ キ の樹液 喋 つ て ゐた もの を 1

頭採集 した に 過 ぎぬ 。

　 極東西比利亜 に も分布す る もの で
、

LUGAS 　VON 　HEYDEN2） は ウ ラ ジ オ ス F

ツ ク附近 に存する ア ス コ ル ド島竝 陀
・ パ ・ フ ス ク の 2箇所か ら採集せ られ た

こ とを報告 して ゐ る。
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｝06 鹽
ノ
鳴

　 2．』Glischrochitus‘Librbcl6r）功∫磊4¢ 3　RE   ER　　，
’
翻 ヨ｝ヅボシケ シ キス ヒ

’
・’　11・　　αr馴P  6蔽｝

層痂sδ  三8R 怠曲 1  工〕etitl
’
　be　Ent．　ZE，iiti：P．218 （1879），

L

．∵
−
．・
’
丶 βZ｛8σ肋 q謦ん記鵬 参p 謬o 弼 88 渾 頁叩O興 3NippOn 　KOnel）ifi　DaLmkan ｛111ustrateq

。∴ ；騨 ρ
f岬 ゆ ・1・e ）・ ・4

〜脚 ♀ ｛・爭31）・

・雌 と略卵 岑9種騨 して ・ 麟 黒 ・ 翅鞘 蹴 蝉 の 韓 紋姉 す ・ 頭

部 匠は稍 々 密なる點刻 を散布 し、觸角 は曙褐、 球桿部 は濃色 な り。

　　　　　　　　　　　　 胸背板 は 基部廣 く前方 に到 る に從 ぴ て 狹 ま り、

　　　 　　　 側縁は褐色な り。

α 蛋3ぬ α 乖翫 儒 （r 伽 od ρr ）

　dpseides　R コrmK 　 x 　7．

　稜 状部 は扁不なる舌歌 に して 前牛 に は深 き凹 刻

を有 し、 前縁は黄褐な り。

　翅鞘 は胸背板の 約 2倍 の 長さに して 一樣 に淺 き

凹刻 を密布 し． 之 に 2對 の 黄色紋 を裝 ふ 。 第 1 紋

は前 牛に あ りて 人字形 を呈 し、 其 の端部 は翅鞘前

縁 の近 くに達 す。

’
第 2紋は 中央 よ り稍 々 下 方 に横

置 し 、
S 字形 に彎曲す 。 尾節板は翅鞘に 比 して 少

しく褐色 を呈 し、 之 に 徴少 なる凹 刻 を密布す 。

　腹面黒 色、黄褐色の 短微毛 を有 す 。

　脚部は暗褐 に して 光澤あ り。

　　體長
一 5 粍 、　 體 幅一 3粍 。

　　産地
一

小 沼 、 10ハTII，1929、1頭 。

　　分布一 北 海ms　・東 シ ペ リャ
。

　本種も亦 僅少 な種類の 樣で 、
＝v ノ キ の 樹液か ら只 1頭 を採集 した 。 前種

同様極東 シ ベ リ ヤ に も分布 する もの で あるが其 の 地 方名 は明で なVb
。

3． GlischrochilUS　（Librodor〕8μ6の伽 dア蜘 8　REITIrER　 オ ニ ケシ キス ヒ

　　　 （新稱）

　　 Ldbroda，・　subeyZind7 伽 s　RE 【1TER ，　Wiener　Ent．　Zeit．101（1885）．　・

本 科中の 稍 々 大形 の 種類 に し て 黒色 t 光澤を有 し 、 翅 鞘に は 2 罰の 橙色紋

を有す。
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’
頭部は黒色》淺 を凹刻 を散布し 、 後頭 に は之 を臥 きたる部分 あ

’
り6 兩鬚赤

褐 、觸角は赤褐 に して 鈍 き光澤 を有 し、球桴部 は黒褐な b6

　胸背板 は長 さよ りも幅廣 く矩形 を呈 し、 稍 澄 穹隆 歌に 凸起 し、 全面 に凹刻

を有 し、 中央部 は粗 に し て 且淺 し。

　　　　　　　　　　　　稜歌部 は 扁罕 な る三角形 tc して 前縁 に 僅か に 凹
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ，

　　 　　　 刻 を散布 す 。

　　 　　　　翅鞘ぼ胸背板の 約 窄倍輯の 畢さあ bT 之 に 凹刻

　　 　　　を散布 し、 後方 に 到 る に從ひ て 判 明せ ず 。 凹刻 は

　　 　　　胸背板の もの に 比 して 密なる も遙に溝 く 、 數條の

　　 　　　極 め て淺 くして 不明瞭の 縱線を裝 ふ 。

　　 　　　　翅鞘上 の 斑紋 は 2 對 に し て 、 第 1 紋は 前縁 に添

　　　　　　　　　　　ひ て斜置 し 、 稍 A 長形 s 第 2紋 は 中央 よ り少しく，
elischr6chil・is （Mbroclor）

跏 boy伽 d痂 囎 RE 皿 r肌 　　下方 に 横置 して 共 に 橙 色を呈 す 。 尾 節板 は 黒色、

　 　 　 　 x7 ・　，
　　　　　　　　　　

「
凹 刻を密布す b

』

　腹面は黒色 に して微小なる凹刻 と短 微毛 と を有 す 。　　　　　
‘

’
脚部は黒色 、 附節は褐色な b 。

　　髑長 一 5、6．5 粍 、 　　　體Φ高一 一2．5〜3 粍 o

　　産地一
小 沼 6

　 　 　 　 　 ，

　　分布
一一

北海道。

　本種は稍々 多い種類で 、

’
6・7 月の 候 ハ ン ノ キ の樹液 に集 まつ て ゐるもめ を

數頭探集 した 0 　　　　　　　　　　　　　　　　　　
−
　

『
　

1’
　　　　　 ，

　　　　　　　 Subfamily　Rhizophaginae 　（註 3）

　　　　　　　エ ン マ ケ シ キ ，ス ヒ 亜 科 く新爾）

觸角は 10 節 、 球桿部 は 1節よ O成 り、 其の 形大 登 く、 球 歌 を呈 しk 末端

は輪歌 に區切 らる 。 ．體 は細長 に して 、 胸背板 と翅鞘 とは明 らかに分離 す 。 前 、

　 （詫 3） 本蝌 は 學 者 に よ り て科 と して 取扱 ふ 向もあ る が 〔M 直QUGHON4 ）、私 は し

ば ら く他 の 多 ぐの 甲蟲學 者 と同操 に 亞 科 ど して 取扱ふ 6
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胴 ■卩野1
∵
1

le8

鮒節は雄 に 限 り
『
4節な 鵜 其 の形欺閻魔に似鬼れ ば上記の如 きk 名 を附 し孝

．b ・

‘
　　　　　

’

　　　　　　　　　　 Genus　R鳩 OP んα9認

』
HEEBST

　　　　　　　　 エ ン マ ケ シ キ ス 匕 屬　（薪稱）　　　　　　　　　　　 、

　　　HERBST ，
　K 就 V

，
　p．18 （1793｝．

體は細長 に し て 、 翅轍 醐 賑 しき點刻列 を有 し託 端 は截齢 囃 る ・

蠎 齲 榔 鞴 し・．覇 囎 部 は ・館  碪 だ しく盤 し・

’
糊 は鮴 　 、

・vc區切 らる 。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
・

・． R ・・。。phd 。・・ pa … iC・ps．R ・皿 E ・・一
’
ヂビエ ン 竹 シ キス ピ 噺 稱）．

　　
・
Rhi、eph 。 g・−s　parvicePs　B ・rrmPt，

・1・Yi・… Eht ・Z・it・・P・102 （185°
「

）・

該屬中の小碓 矚 レ頑 部は黒艶 に して 稍 ・ 深 繝 刻 を櫛 し ・ 燭角 　 ・

は 黄褐、 第 1・2 節 は甚だ發達す 。 　 』　
』”一 「

　　 ．　　　　　　　　　　
，

胸背板 は黒榔 して 少 しく光避 有 し 、 幅 よ 砂脹 舗 嚇 り・ 側灘 輕

く弓”」lvaWdeし沖 央 砂 し揃 方鯲 下最 も幅亂 詮 酢 穂 灘 凹刻
．

を散布 し 、 中央部め後縁近 く極 め て淺 を窩を有す 。

’
前纔角 は稍 々 發達せ る も

後 縁角は鈍 し。

　劒 郡 は舌1［IC・va して 、 長 さよ 蝿 職 く・ 平滑加 ・ 翅鞘は略 岼 行なる

も 、 末端 に 向 asて 極 め砂 し く膨れ 、 末端の 直前 鯲 撮 も幅廣 し・ 褐色に

し て 規則正 し き數條の 凹刻列 を有 し、 列 間部 は平滑 、 翅鞘の 末端 は截断朕 に

絡 る。 尾節板は黒色 に して 微小なる凹刻 を密布す。　　　　　　
’

　　腹面黒色 、 微 小な る凹刻 を以 て装 は る 。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 、、

　　脚部 は褐色な り。

　　 體 長一 ユ．8’− 2．2 粍 、 ｛攪幅
一 〇・6〜 。8 粍。

』

　　 ．産地
一 小 沼 、30／V 、

1929る
’
雄 2頭

’
・ 雌 1 頭 。

　　　分布 一 北海道 ・

1
本 州 ・九 州 。

．羅 は歐洲や 酥 批 亞 薩 す る ap ・rv・lms　？AyK ・… 喋 似す るが ・ ・少 し
　

・

く大 き く 、 且 胸背板上の 凹軅 く、 前縁角が發逹 しでゐ る鱒 鳳 つ て 識別
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　　　　　　　　　　’

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 i
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　‘1 9

出來る。 標本は悉 くハ ジ ノキめ樹液 に 集まう て ゐ陀 亀の を探集 し旋もの で あ

「
る1

” ．’．「
　

’幽
　　

−
　　

’
　 1

「
：
』』
　　 「　

』
』’’”

　　
一』

・

2・ 劭 伽 ん囃 啣 ・ ・ P ・Y ・U ・… 7M 　P ＝ ンyr シ躯 じ （新稱）

　　 P ム YKVLL ，　F 乢 Svec．　III卩P・328 （1800）・　　　　　 、　　　　　　
’
　　　　　．『・

　，・

　本廳中大形 の 種類 に して褐色 、 鼈 甲色め光澤を有す 。

　頭部赤褐 、 凹刻を激布し▽複眼間に は淺 き倒八字形 の斟溝 を有 す 。 觸 角は

赤激 して 球桿糊 よ く難 し・ 黄 色の微毛をra・s・・ ° 器 の 箏 は赤葷・ 只

大腮の 末端の み黒色な り。

，
’
胸背板は略 々 四角形 に して 幅 よ りも長 さ少 し く勝 り、

・

me は騨 に嫩 し備 噸 廣 く・ 前 ・後兩角 麟 し・

全面 に 凹刻 を散在す。

　
』
翅鞘 は末端迄略 々 同 幅に して 弱 き波欣 を描 き 、 最 も

幅廣 き部 分は 全體の 約 楓 下方の 部 分な り。
9 條の 規則

正 しき凹刻列 を有 し ， 列間部 は平滑 な b 。 尾節板は體

色 と同色に して 凹刻 と微毛を有す 。

　 腹面 は赤褐 、 背面 と同樣凹刻 を散布す 。

　 脚部 は赤褐 、 中肢脛節 の 外縁末端 に近 く1 刺 を有す 。

　　 體長一 4 粍 、　 體幅
一 1粍。

　　産地
一 保 呂 （東溝岸）。

　　 分布
一

歐 洲 ・北 ア フ リカ o

RhieophagttS　dispar
P△YK しLL ，　 x13 ．

　本種は個體に まりて甚だ し く色彩的變化 を旱する もの の 如 く、採集 した 2

頭の 麟 硲 期 色彩 濃 に し・
1 頭繭 背板黒褐 ・ 騨 の 購 と峡 部は

黒褐 を呈 しi．． 1 頭 綜歐洲産 の 原種 の 記載に 略 々 一致 す るが ．胸背板 は暗色で 、

　 　 　 　 　 　 ，

翅鞘の 黒褐部 は明瞭で ない 。

　2 頭共に エ ゾ マ ツ の 樹皮下 、 ヤ ツ バ キ ク ヒ ム シ Ips　japondeus
’
NnSIMA の 孔

中よ り採集 した 。 此 の 屬 の 種類は キ ク ヒ ム シ 類 O
’
孔中に あつ て その 卵や 幼蟲

を捕食する もの が あるの だか ら、 或は本種 は ヤ ツ バ キ ク ヒ ム シ 其 の 他の ギ ク
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1
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「」「

睦

鞋

＼

「

　　　　　　　　　　　　　　　　　 ．　　　　　　　 ｛
110

セ ム シ 科昆蟲の 卵や幼蟲 を捕 食す るもの か
『
も知れな V・

。

． ．冖
∵ ’
　

．’』．−．

　本種は R ．戯 画 如
1F

胡 RK 兀田 に酷似する が 、 前肢脛節末端 の 極端に廣が

らな い 事 と 、 中肢脛節の 外側 の 針は
．1 本 なるを以 て區別 せ られ る。

　
．・．．　

．
　　　・　．．F

’
　　・一　　　・tt．，　．’｝・，・』・』

　　　　　
「
　．　　　

”
　　　　，　 …

　未 だ シ ベ リヤ が らは証録せ られて居 ない が i 此 の 地 方 に も亦分布 して ゐ る ．
　 　 　 　 　 　 　 　

＋
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 i　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，

事 と思 ふ 。 　 　 　 　 　 　 　 　 　 、　 　
．
　

・ ．
　 　 　 　 　

・
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